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Ⅰ切られ与三郎　Ⅱ東金茂右衛門・天保水滸伝
Part I  5 月 15 日［火］～ 6 月 9 日［土］
Part II 6 月 13 日［水］～ 6 月 30 日［土］
入館料：300 円　PartI のチケット提示で PartII は 100 円

パート I では、木更津でお富を見初めたことから始まる与三郎
の波乱に満ちた物語、パート II では、東金の豪商がモデルに
なったといわれる東金茂右衛門と、幕末の利根川下流域での闘
争事件にもとづく「天保水滸伝」をお楽しみください。
◆講演会　6 月23日［土］13：30～15：00＊聴講無料／要予約

「天保水滸伝の歴史世界」米谷博氏（銚子市文化財審議会委員）
図書館 3 階プレゼンテーションホールにて 
◆ギャラリートーク（展示解説）
5 月 19 日［土］、6 月 30 日［土］13：30 ～

月岡芳年《新撰東錦絵　於富
与三郎話》大判錦絵2枚続、
明治18年（1885）、当館蔵

展覧会のお知らせ

浮世絵でつづる房総人物伝　
アウトローたち　

《昭和職業絵尽》にみる
戦前のくらし
7 月 10 日［火］～ 8 月 4 日［土］
入館料：100 円

伝統的な職人から近代以降に生まれた新しい職業まで、様々な
職に従事する人々を描いた木版画シリーズを紹介。
◆鑑賞＋ワークショップ　7 月 14 日［土］13：30 ～ 15：00

「お仕事図鑑でアートカード遊び」 定員 15 名 ＊要予約
◆ホルバート先生によるギャラリートーク（展示解説）
7 月 12 日［木］13：00 ～

和田三造《昭和職業絵尽　
おでん屋》1941年、木版
多色、29.3×38.7㎝、個
人蔵

講　座　名 講　師 定員 曜日 日　程 受講料

切り絵アート講座 日本きりえ協会
井上　瑞穂 10名 月 6/4、18、7/2、23

10：00〜12：00 
1回　1,500円
（別途材料費）

押し花講座 ふしぎな花クラブ　インストラクタ－　
森川　友子 20名 水 6/7、21、7/4、18

10：00〜11：30
1回　1,500円
（別途材料費）

社交ダンス キャリオカダンス
岡澤　節子 15名 火 6/5、12、26、7/3、10、17、24

10：00〜12：00 1回　1,500円

茶道入門 裏千家茶道　教授
清水　宗正 10名 火 6/5、19、7/3、17

13：30〜15：00
1回　1,500円
お水屋料500円

リンパ美容セミナー それいゆ　サロン
白藤　友子 20名 火 6/5、19、26、7/10、17、24

10：30〜12：00
1回　1,500円
別途クリーム代他

陶芸を楽しむ講座 民芸　みはし
店主　佐久間　浩之 10名 木 6/7、21.7/4、18

13：30〜15：30
1回　2,000円
（別途材料費）

社会福祉と法 城西国際大学　非常勤講師
山本　栄嗣 20名 火 6/5、12、19、26、7/3、10

11：10〜12：40 1回　1,500円

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み

H30年度 城西国際大学
前期　コミュニティカレッジ

城西国際大学　生涯教育センター
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地
シニア・ウエルネス担当　☎0475-55-7685
受付時間：月曜日～金曜日　9：00 ～17：00（祝祭日除く）

※他にも沢山の講座をご用意してありますのでお気軽にお問い合わせください。

www.jiu.ac.jp
城西国際大学から読者の方へ
耳より情報をお届けします

城西国際大学水田美術館
〒283-8555 千葉県東金市求名1番地　☎0475-53-2562
https://jiu.ac.jp/museum/

開館時間：10：00 ～ 16：00　休館日：日曜日、月曜日、祝日
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ときめきは、インターネット東金市ホームページで公開しています。
http://www.city.togane.chiba.jp/

soshiki/7-4-0-0-0_3.html
※�本誌掲載情報は5月上旬時点のものです。主催者等の事情により

内容が変更になる場合があります

表紙　東金から見える富士山
　東金市において、富士山が見える地
点は台地上だけではない。意外と平野
部においても、自然の条件や周辺の立
地条件により、富士山の「お姿」が楽し
める。表紙の地点は東金アリーナ付近
で、夕方時にはシルエットとなり幻想的
であった。
　東金から見られる富士山の情報、よ
ろしく！！
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お楽しみページ ※�記載もれがありましたらご連絡ください。
連絡先 TEL 0475-50-1187  FAX 0475-50-1294

東金文化会館イベント

散歩道

▶P5 ▶P11

市役所
図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
トレーニングセンター
道の駅みのりの郷 東金
東金青年の家
金融機関・JA各支所
郵便局
JR東金駅
千葉県農業大学校
東金高校
東金商業高校
千葉学芸高校
おかしのたいよう
ブーランジェール
リトルチャイナ豊
古志川
東京庵
ルバーブ
八鶴亭
㈲みや川
松半
カスミ東金押堀店
GS小野ゼネラル

日吉台クリニック
岸本医院
原医院
西田医院
田波整形外科医院
山本整骨院
山田歯科
大木歯科
木村歯科
東城歯科医院
村井歯科
東千葉CC
新千葉CC
エストーレホテル
城西国際大学
地域生活センターゆりの木
パラメディカル
街波通信社
東金印刷
玉子屋
角栄ホームズ
東金青果市場

シャトレーゼ
デニーズ
夢庵
ガスト
ココス
ジョナサン
住センター21（家徳）
桜田工務店
パティオ（にしきの園）
しいの木
ポラーノ広場
千葉県木材市場協同組合
サンピア
太平堂
小川屋味噌店（バイパス）
西川園
湖月堂
カルチャープラザ涼風
U-BOX
ときがね幼稚園
福屋書店
川嶋商店
東千葉メディカルセンター
中央クリニック
東葉クリニック
浅井病院

市外
さんむ医療センター
FPプロジェクトチーム
▼九十九里町
中央公民館
寿和楽工房
つくも学遊館
サンライズ九十九里
望月定子美術館
▼大網白里市
アートギャラリー古屋敷
中部コミュニティセンター
中央公民館

▼山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
ファミリーロッジ旅籠屋九十九里店
松尾IT保健福祉センター（図書館）
寒菊銘醸
オライはすぬま
守屋酒造
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東文化会館のぎくプラザ
JR成東駅
成東観光案内所

JR大網駅
季美の森GC
アートエディター
セレモニーホール大網
まちづくりサポートセンター
▼八街市
中央公民館
▼芝山町
芝山古墳・はにわ博物館
航空科学博物館

「ふるさと納税」による寄附のご案内　☎0475-50-1208　東金市役所財政課
東金市は、徳川家康ゆかりの場所が数多く点在し、里山風景が残る気候の穏やかな市です。そんな歴史と自然を守りつつ、教育、高齢者、障害者、保育の支援に積
極的に取組む東金市の施策に共感いただける皆様からの「ふるさと納税」による寄附のご協力をお待ちしています。詳細はお問い合わせ下さい。3
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お問い合わせは ☎0475-55-6211
 http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

①�QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、右のQRコードを読取ってください。
②�メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③�メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※�携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
携帯メルマガ配信中！

メルマガ会員特典ありメル
マガ

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

【出演】　ソプラノ：青山真子、小林史佳
　　　　メゾソプラノ：深山陽子　ヴァイオリン：吉橋彩
　　　　フルート・オカリナ：宗形彩
　　　　クラリネット：青木萌、柿原恍矢
　　　　サクソフォン：高知尾和規、古谷円佳
　　　　テューバ：大塚哲也　パーカッション：木川保奈美
　　　　ピアノ：篠原栄子、森木美和子、吉橋雅孝、武田真弓、石田万紀
　　　　司会：土屋紀元
4回目を迎える、東金ゆかりの芸術家によるコンサート。今回は総勢17
名の音楽家のみなさんが出演。クラシックからポップスまで初夏を彩る爽
やかな音楽をソロ、アンサンブル、トークでつなぎ、地元東金の魅力を
お届けします。

15：00開演　大ホール
全席自由　1,000円　チケットプレイガイド　A〜I　好評発売中
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

6
23
（土） 東金ゆかりの芸術家たちⅣ

early Summer Concert

7
14
（土）

①10：00〜 ②12：50〜③15：20〜 ④17：45〜
大ホール（上映時間109分）
全席自由　当日券のみ
一般1,000円　高校生以下700円（3歳以上）
幅広い世代に親しまれている
映画『ドラえもん』シリーズ
38作目。
太平洋上に現れた宝島をめぐ
る大冒険! 
宝島に隠された本当の宝物と
は?!
監督　今井一暁
脚本　川村元気
原作　藤子・F・不二雄

TOGANEシネマvol.25
映画 「ドラえもん」
のび太の宝島

©藤子プロ・小学
館・テレビ朝日・シ
ンエイ・ADK2018

7
28
（土）

①10:00 ～　②13:10 ～　③16:10 ～
大ホール（上映時間127分）　
全席自由　当日券のみ　※各回入れ替え制
　　　　　　　　　 通常料金      割引券持参
一般（高校生以上）	 1,300円→1,100円
シニア（60歳以上）	 1,100円→1,000円
小人（3歳〜中学生）	 1,000円→  800円
メキシコの祝日「死者の日」をテーマに、音楽
を禁じられた主人公の冒険や家族
との強い絆を、数々の謎と音楽を
散りばめながら描いた物語。
声の出演　藤木直人、松雪泰子 他
監督・原作　リー・アンクリッチ

共催事業
映画「リメンバー・ミー」

同時上映：短編アニメ『アナと雪の女王　家族の思い出』

©2018Disney/Pixar.All Rights RESERVED.

7
7
（土）

①10：00〜　②13:10 ～　③16:10 ～
小ホール（上映時間126分）
全席自由　当日券のみ　※各回入れ替え制
　　　　　　　　　 通常料金      割引券持参
一般（高校生以上）	 1,300円→1,100円
シニア（60歳以上）	 1,100円→1,000円
小人（3歳〜中学生）	 1,000円→  800円

―北の大地を懸命に生きた親子の物語―
吉永小百合主演。
『北の零年』
『北のカナリアたち』に次ぐ
“北の三部作”の集大成。

出演　吉永小百合
監督　滝田洋二郎

共催事業 
映画「北の桜守」 

©2018「北の桜守」製作委員会

7
22
（日）

14：00開演　小ホール
全席自由　一般2,500円/学生500円※当日券500円増し
チケットプレイガイド　A〜I　好評発売中
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

【出演】　ソプラノ　竹之内淳子
【ゲスト】テノール　西岡慎介
　　　　バリトン　岩田健志
　　　　ピアノ　　鈴村真貴子
第一部　歌劇「蝶々夫人」ハイライト
　　　　《ある晴れた日に》　他
第二部　日本・ヨーロッパの歌曲と民謡の調べ
　　　　ひぐらし、勿忘草　他
※都合により曲目を変更することがあります。

共催事業
竹之内淳子ソプラノコンサート

歌劇「蝶々夫人」ハイライト（解説付き） 日本・ヨーロッパの歌曲・民謡の調べ

8
10
（金）

19:00開演　ホール特設ステージ
全席自由　2,000円　チケットプレイガイド　A〜I
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
5月26日(土)前売開始

東金文化会館四季 彩
いろどり

コンサート−夏−
東金 SPIRIT JAZZ Ⅲ
～板橋文夫FUMIO69 ～ロック・スペシャルバンド

板橋文夫 Piano 林ライガ Drums高岡大祐 Tuba

後藤篤 Trombone 瀬尾高志 Bass

ゲストステージ
ハーラウ ケオラクーラナキラ
田中新　他

好評の、フラのイベントを本年も開催します。
山武郡市地域に活動拠点を置くアマチュアフラグループ（15組予定）と、
暑い夏を盛り上げていきます。
ゲストダンサー、ミュージシャンによるステージもあります。
どうぞお楽しみに。

フラフェスティバル in 東金Ⅴ
8
19
（日）

13：00開演　大ホール
全席自由　700円
チケットプレイガイド　A〜I
6月17日（日）前売開始

昨年のコンサートより

昨年の公演

プレゼント 2 プレゼント 1

プレゼント 3

プレゼント 4

八鶴湖
三方を東金城址につらなる山々に囲まれた八鶴湖は、東金市のほぼ中央に位置し、周囲約800mの湖です。

もともとは鉢形の盆地で、その中心に小池があり中世末東金城廃止後、徳川家康が東金御殿を築造のとき池を広げ、
谷池また御殿池とも称しました。春には桜の名所として湖畔に咲き誇ります。 44



千葉県出身で、噺家と作家と大学生、三足
のわらじをはく桂右女助がプロデュースす
る「落語＆よもやま噺の会」、今回も多才に
して多彩なゲストが勢ぞろいします。
佐倉出身の若手女流落語家・三遊亭遊かり
に、奇術界のマルチパフォーマー・和田奈
月ことNacky、そしてトリには、佐原の
出身のベテラン真打、最近は介護落語でも
話題の吉原朝馬が登場します。終演後のお
楽しみ（？）も用意していますので、ぜひ、
お見逃しなく！

東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

Ａ 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ 多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ 福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
Ｆ さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700

Ｇ 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2178
Ｈ 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
Ｉ 丸越楽器横芝店 ☎ 0479-82-6326
Ｊ チケットぴあ ☎ 0570-02-9999
Ｋ ローソンチケット ☎ 0570-084-003

Ｌ ＣＮプレイガイド ☎ 0570-08-9999
Ｍ イープラス http://eplus.jp/
Ｎ ＣＮまつど ☎ 047-330-1878
Ｏ ＭＡＳエンターテイメント ☎ 03-5746-9900

プレゼント

チケット前売り情報

詳しくは、東金文化会館催し物案内等でご案内いたします。

共催事業　第13回
明治大学マンドリン倶楽部
東金チャリティーコンサート

11/14(水)　14：00開演　大ホール

共催事業　東金寄席二人会「春風亭小朝・三遊亭円楽」
全席指定　前売3,800円　当日4,300円<7月16日(月・祝)前売開始>

11/25(日)　17:30開演　小ホール

共催事業　第13回かのんぷ♪すまいるコンサート
全席自由　前売2,000円　当日2,500円<9月16日(日)前売開始>

12/23(日・祝) 　14:30開演　小ホール　
東金文化会館四季彩

いろどり

コンサート−冬−

TO-BUNクリスマスコンサート
全席自由　1,000円<9月22日(土)前売開始>

創部95年の歴史を持ち、
古賀政男など多くの音楽家
を輩出した明治大学マンド
リン倶楽部。
懐かしくも新しい魅惑の
ハーモニーを、どうぞお楽
しみください。

9
22
（土）

17:00開演　大ホール
全席自由　一般2,000円　小学生〜高校生1,000円
チケットプレイガイド　A〜I
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
6月30日(土)前売開始

「会いたい」が大ヒットし、一躍
人気アーティストとなった沢田
知可子と、「Woman」をはじめ、
数多くのヒット曲を生み出した
中西圭三。90年代を代表する
アーティストのコラボによる、
青春の懐かしのヒット曲の数々
をお届けします。

8
28
（火）

18:30開演　大ホール　全席指定　5,500円
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
チケットプレイガイド　A
Ｊ〔Ｐコード：114-644〕
Ｋ〔Ｌコード：71742〕

共催事業　
青春のベスト・ヒット・コレクション
沢田知可子&中西圭三
〜90年代を代表するシンガーの夢の共演〜

『昴』『いい日旅立ち』『サライ』、数多くの
名曲を送り出してきた谷村新司。
昨年、芸能生活45周年を迎え、『昴』をタ
イトルにした全国ツアーにご期待くださ
い。

9
17
（月・祝）

16:30開演　大ホール
全席指定　前売8,640円／当日9,100円
チケットプレイガイド　A〜O
Ｊ〔Ｐコード：117-978〕
Ｋ〔Ｌコード：72547〕

未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
6月16日(土)前売開始

共催事業
谷村新司CONCERT TOUR2018
〜38年目の昴〜

9
8
（土）

14：00開演　特選昼席
木戸銭2,000円　6月30日(土)前売開始
チケットプレイガイド　Aのみ
※席数限定のため、ご購入はお早めに。

桂右女助 吉原朝馬

三遊亭遊かり 和田奈月

　　 落語＆よもやま噺の会 最終回第六弾

東金文化会館四季 彩
いろどり

コンサート−秋−
東金 FLAMENCO LIVE Ⅱ

10
4
（木）

19:00開演　小ホール
全席自由　2,000円　
チケットプレイガイド　A〜I
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
7月8日(日)前売開始

プレゼント 5
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ロシオ ロメロ
バイレ

AMI（鎌田厚子）
バイレ

小林成江
バイレ

ディエゴ ゴメス
カンテ

齋藤克己
ルンベーロ＆
パルメーロ

尾藤大介
ギター

宇田川卓俊
ギター

群舞：AMI 舞踊団

バイレ（踊り）、カンテ（唄）、ギター、美しく熱い 情熱のフラメンコライブ！

雄蛇ヶ池
周囲約4km、面積約25haで湖岸線が複雑に入り込んだ美しい池です。
湖畔沿いは遊歩道が整備されており、ウォーキングや野鳥観察などを楽しめます。55
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山武市成東文化会館　　千葉県山武市殿台290-1	 ☎0475-82-5222
さんぶの森文化ホール　千葉県山武市埴谷1904-5	☎0475-80-9700

　e-mail：n-bunka@city.sammu.lg.jp
　http：//www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/

お問い合わせは
山武市文化会館

イベント情報

サロンコンサートvol.193
田中新プロデュース〜ハワイアンライブ〜

6
15
（金）

18：30開場　19：00開演
成東文化会館　エントランスホール
全席自由　入場料1,000円　チケット発売中

【出演】田中新（フラ）、 AMAOTO（バンド）
　　　AMAOTO…西里慶（ウクレレ・ギター・ボーカル）、

　　　松井貴志（ギター・ボーカル）、　
　　　古賀まみ奈（ピアノ・ボーカル）

ハワイアンミュージックとフラのライブ。爽やかな音楽とハワイの風を！ 

【出演】齋藤純一（ギター）、
　　　玉木秀和（ベース）、
　　　高崎洋平（ドラム）
山武市出身の齋藤純一による、どなたでも楽しめるジャズライブ！

さんぶの森ふれあいコンサートvol.12
齋藤純一ふるさとジャズライブ

6
9
（土）

13：30開場　14：00開演
さんぶの森文化ホール
全席自由　入場無料

6
3
（日）

第21回ピアノフェスティバル

日頃練習しているけれど、発表の
場がない・・・
一度ステージで演奏してみたい！
そんな皆さんの晴れ舞台です。

14：00開演
成東文化会館ホール
全席自由　
入場無料

小曽根真スペシャル・ライヴ7
1
（日）

13：30開場　14：00開演
成東文化会館ホール
全席指定 　 一般3,000円／高校生以下1,000円／親子膝上席2,000円　
チケット発売中

【出演】小曽根真（ピアノ）

【小曽根真　プロフィール】
1983年バークリー音大ジャズ作・編曲科を首席で卒業。
同年米CBSと日本人初のレコード専属契約を結び、アルバム「OZONE」で全世界デビュー。
ソロ・ライブをはじめゲイリー・バートン、ブランフォード・マルサリス、パキート・デリベラな
ど世界的なトッププレイヤーとの共演や、自身のビッグ・バンド「No Name Horses」を率い
てのツアーなど、ジャズの最前線で活躍。また、クラシックにも本格的に取り組み、国内外
の主要オーケストラと、バーンスタイン、モーツァルト、ラフマニノフ、プロコフィエフなど
の協奏曲の演奏でも高い評価を得ている。2014年にはニューヨーク・フィルのソリストに抜
擢され、韓国、日本、ニューヨーク公演で共演。サンフランシスコ響、デトロイト響に招かれ
るなど、米国でも躍進を続けている。2016年5月には、チック・コリアとのデュオで全国ツアー
を成功させ、2017年にはゲイリー・バートンの引退記念となる日本ツアーを催行。
11月には再びニューヨーク・フィルに招かれ、バーンスタインの本拠地でもあったリンカーン
センターで、3日連続で熱演を繰り広げ満員の聴衆から大喝采を受けた。
秋には10年ぶりに小曽根真THE TRIOを再結成し、最新アルバム「ディメンションズ」をリリー
ス。映画音楽など、作曲にも意欲的に取り組み、多彩な才能で幅広く活躍を続けている。
オフィシャル・サイト http：//makotoozone.com/ © 大杉隼平

東金市観光協会ホームページ　http：//www/toganekanko.jp/　　フェイスブックhttps：//www.facebook.com/toganekanko/
東金市の観光イベントや名所・史跡などの情報を掲載しています。フェイスブックも始めましたので、東金を楽しむならどちらも要チェックです。

6
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山武市文化会館プレイガイド一覧［山武市文化会館http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
読売新聞 YC 成東 ☎ 0475-82-0606
丸越楽器横芝松尾店（金比羅神社斜め前） ☎ 0479-82-6326
街波通信社

道の駅「オライはすぬま」 ☎ 0475-80-5020
ルバーブ ☎ 0475-53-2323
ウエーブワン ☎ 0475-55-0289
大網白里アミリィショッピングセンター 1 階クリーニング店よしい ☎ 0475-73-2178（http://www.machi-nami.com/ticket/）

プレゼント
チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

成東文化会館を中心に活動する、のぎくプラザ吹奏楽団の定期演奏会。
夏の恒例となっている演奏会も今回で21回目。アットホームな雰囲気の
コンサートをお楽しみいただけます。乞うご期待！

指揮：伊関　愛里
共演：宇宙あそびむらの子どもたち　ほか

夏休み映画会　
ソング オブ ザ シー 海のうた

10：00〜／14：00〜
成東文化会館ホール　
全席自由　入場料700円（前売：500円）　中学生以下無料　
5月26日チケット発売予定

7
29
（日）

のぎくプラザ吹奏楽団
第21回定期演奏会

7
20
（金） 7

8
（日）

14：00開演
成東文化会館ホール
全席自由　入場無料

【出演】chako（ヴォーカル）
ツボケン（サクソフォーン）
ＪＰ（ピアノ）

八街市のピアニスト・ＪＰプロデュースのポップス＆ジャズライブ。

さんぶの森ふれあいコンサートvol.13
POPS＆JAZZ LIVE

9
15
（土）

13：30開場　14：00開演
さんぶの森文化ホール
全席自由　
入場無料

サロンコンサートvol.194
BREEZE　サマーライブ

【出演】BREEZE、森田潔（ピアノ)、山田晃路（ベース）
ジャズボーカルグループ「BREEZE」によるジャズステージ！スウィング
感あふれるハーモニーにのせて、ジャズスタンダードナンバーからポッ
プス、ミュージカル・映画音楽まで親しみやすい曲をお届けします。

18：30開場　　19：00開演
成東文化会館　エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット６月15日（金）発売予定

第３回ミュージカル発表会8
26
（日）

14：00開演
成東文化会館ホール　
全席自由　
入場料500円（前売：300円）

【出演】のぎくのゆかいな仲間

今年も、のぎくのゆかいな仲間たちが日頃のレッスンの成果を発表します！

「忘れないで 母さんは あなたのことが大好き ずっと」
小さな海辺の町、貝の笛、伝説の巨人、フクロウ魔女───
アザラシの妖精が歌う、美しいうた。アイルランド発、心に響く、珠玉の
家族の物語。
母が残した“うた”を頼りに、幼いふたりの大冒険が始まる！ 

のぎくサマーフェスタ
～第19回 納涼コンサート＆
　　のぎくプラザ盆踊り大会～

8
11
（土）

17：30 ～コンサート①　18：00 ～盆踊り①
18：50 ～コンサート②　19：30 ～盆踊り②
成東文化会館前広場、成東文化会館ホール
全席自由　入場無料

のぎくプラザ吹奏楽団の演奏会と盆踊り大会を同時開催します。
夏の一夜を成東文化会館で思いっきり満喫してください。

【出演】篠崎美千代（フルート）、大塚利崇（ファゴット）、小高千晃（ピアノ）
フルート、ファゴット、ピアノが奏でる優しく、美しいサウンドをお楽
しみください。

サロンコンサートvol.195
フルート、ファゴット、ピアノによる秋風コンサートⅡ

9
21
（金）

18：30開場　19：00開演
成東文化会館　
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット７月20日（金）発売予定

プレゼント 7

ときがね湖（東金ダム）
一周約3.8km、総貯水量230万㎡のダムです。
「ときがね湖」は季節の花が楽しめる遊歩道が整備されています。7



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1205

問合せ先▶東金図書館　☎0475-50-1190
メール▶tosyokan@city.togane.lg.jp

東金市青少年相談員連絡協議会
夏の交通安全教室

東金市図書館イベント

としょかんこどもフェスタ

後　援▶東金市教育委員会
日　時▶7月8日（日）（入場無料）
　　　　13：00開場
　　　　13：20開演
場　所▶東金文化会館大ホール
内　容▶交通安全のお話し
　　　　お楽しみ映画会「怪盗グルーのミニオン大脱走」
対　象▶東金市内在住の小学生・就学前児童とその保護者
　　　　※申込不要ですので、当日会場へお越しください。

日　時▶平成30年7月21日（土）
　　　　午前10：00〜午後3：00
場　所▶東金図書館
対　象▶小学生・就学前児童
内　容▶�おはなし会、手作り絵本教室、工作あそび、おすすめ本の展示

など
　　　　※申込み不要です。直接会場にお越しください。

おはなし会

手作り絵本教室

問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187　FAX0475-50-1294
メール▶syogai@city.togane.lg.jp

平成31年
東金市成人式のお知らせ＆実行委員募集

成人式
日　時▶平成31年1月13日（日）
受　付▶10：00～10：50　　式典・記念事業　11：00～12：00
場　所▶東金文化会館
対象者▶平成10年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた方で、東
金市に住民登録のある方及び転出後に参加希望の方も自由に来場できま
す。なお、東金市に住民登録のある方（平成30年11月1日時点）には11月
中旬に案内状を送付します。

平成30年成人式実行委員のみなさん

成人式実行委員を募集します
成人式に出席予定の方で、式の企画・運営に協力していただける新成人
を募集します。詳細は上記までお問合せください。

申し込み・問合せ先▶成東･東金食虫植物群落を守る会（管理棟）
☎0475-82-4871（午前9時～午後4時）

成東・東金食虫植物群落のイベント

第25回夏休み親子教室
夏休みの宿題にピッタリなイベント！
食虫植物の観察や、標本づくりを行います。
日　　時▶7月29日（日）
　　　　　午前9時〜11時30分
対　　象▶小学3年生〜6年生及びその保護者
定　　員▶20名
申込期間▶7月7日（土）〜9日（月）の午前9時〜午後1時（電話受付のみ）

夏の観察会
夏の時期は、多くの食虫植物が花を咲かせます。
自然と触れ合ってみませんか。
日　　時▶7月22日（日）　午前10時〜11時30分（小雨決行）
定　　員▶当日先着20名（群落地管理棟前　午前9時30分〜受付）

※どちらも参加費無料。
非常に暑い時期なので、
帽子・飲み物の持参を
オススメします。

関寛斎（1830〜1912）
東金市出身の医者で、1868年の戊辰戦争において軍医として従軍しました。1873年には徳島で町医者となり、貧しい人々や子どもたちからは料金を取らずに

診察をしていました。1902年、72歳の時には北海道開拓に着手し、現在の北海道陸別町で開拓を行いました。 8
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Event & Town Information

東金こども科学館　親子で遊べる科学＆工作教室
問合せ先▶東金こども科学館　☎0475-55-6211（東金市八坂台1丁目2107-3）

FAX0475-55-6216　URL▶http://www.tsc.tobunspo.or.jp/

開催日 活動名
7/14（土）〜
8/14（火） ■国立科学博物館巡回展「ダーウィンを驚かせた鳥たち」　

7/14（土）

夏
　
季
　
特
　
別
　
展

■「バードウォッチング」展　無料　9:00〜16:30　展示室　
●科学工作教室「ガラスのペンダントを作ろう!」茂串圭男氏（越谷北高校教諭）50円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①11:00②11:30③13:00④13:30⑤14:00⑥14:30⑦15:00 各12名　
●科学工作教室「光るプラスチックバッチを作ろう!」（夢化学実験隊）50円  ①10:30 ②13:30③15:30  各30名　
■映画「ドラえもん・（のび太の宝島）」  一般 1,000円  高校生以下 700円（当日券のみ）    ①10:00②12:50③15:20④17:45　
■ミュージカルショー（みんなで歌おう!）　協力:劇団サンブステップス　入場自由　①10:00②11:00③13:00④14:00⑤15:00

7/15（日）

■「バードウォッチング」展　無料　9:00〜16:30　展示室
●科学工作教室「ガラスのペンダントを作ろう!」茂串圭男氏（越谷北高校教諭）50円　
　①11:00②11:30③13:00④13:30⑤14:00⑥14:30⑦15:00 各12名
●科学体験教室「地球のひみつを木の葉化石で探ろう!」新和宏氏（千葉県立中央博物館）50円　10:00　20名　
●望遠鏡工作&観望会「君もガリレオ!」（国立天文台）参加費500円　30名　
　★工作15:00〜17:00　★観望会18:00〜20:00ときがね湖畔(雨天中止)
映画（かぐや姫ほか）共催:山武郡市視聴覚教材センター　無料　幕間　ミュージカルショー　協力：劇団サンブステップス

7/16（月祝）

■「バードウォッチング」展　無料　9:00〜16:30　展示室
■《講演会》中村忠昌先生(葛西臨海公園鳥類園)の「バードウオッチングのすすめ」無料13:30〜15:00 　340名　
●科学工作教室「ガラスのペンダントを作ろう!」茂串圭男氏（越谷北高校教諭）50円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　①11:00②11:30③13:00④13:30⑤14:00⑥14:30⑦15:00 各12名　
●科学実験教室「3分間でアイスクリームを作ろう!」（夢化学実験隊）50円　①10:30 ②13:30②15:30　各30名　

7/28（土） ●科学実験教室「空気砲でおもしろ実験!」（夢化学実験隊） 50円　13:30　30名　

7/29（日） ■「親子映像工作教室」　共催:山武郡市視聴覚教材センター　無料　20名   13:30　
　申込は山武郡市視聴覚教材センター(〒283-8505 東金市東岩崎1丁目17)へ往復葉書で。

8/1（水） ■「子どもビデオ教室」　共催:山武郡市視聴覚教材センター　無料　15名　10:00〜16:00　
　申込は山武郡市視聴覚教材センター(〒283-8505 東金市東岩崎1丁目17)へ往復葉書で。

8/4（土） ●科学工作教室「ポケ丸ロケット教室」豊田敏政氏　50円　13:30   33名　
8/18（土） ●科学工作教室「ペットボトルロケット教室」豊田敏政氏　50円　13:30  20名　
8/25（土） ●科学工作教室「陶器のふしぎ」①成型 中村貴一氏 50円(3回分) )13:30 30名　 ※②10/6(土)絵付け③11/10(土)窯明け
9/1（土） ●科学工作教室「草木染に挑戦しよう!」（夢化学実験隊） 50円　13:30　30名

10/13（土） ●科学実験教室「階段スイッチのひみつ!」（夢化学実験隊） 50円　13:30  30名　
10/27（土） ●科学実験教室「音のひみつ　振動と糸電話!」（夢化学実験隊）50円　13:30　30名　

★「おもちゃの病院」　毎月第2、4日曜日　13:00〜15:30　 修理部品代実費かかります。ボランティアドクター募集中！

平成30年　東金アリーナ関連のスポーツ案内
申し込み・問合せ先▶東金アリーナ　☎0475-50-1715

ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

東金アリーナ教室事業案内　　　
◦あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス開催）　◦キレイになるヨガ教室　◦かんたんステップ教室　
◦ダンベルエアロビクス教室　◦初心者の為のアリーナ太極拳　◦初級マットピラティス教室　◦初めてのフラダンス教室
◦青竹体操教室　◦アリーナ元気塾　◦スポーツ吹矢教室（木曜・土曜クラス開催）　◦触覚ボール・セルフケア教室
◦100転体操教室　◦シニア卓球教室　◦初級エアロビクス教室　◦中級エアロビクス教室　◦シニアの為のヨガ教室　
◦フレッシュバレーボール教室
申し込み・問合せ先

▲

東金アリーナ　☎0475-50-1715
※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。　開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細変更になる場合があります。

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、キッズ空手教室、健康ヨガ教室、ボディーケアセルフ教室、50才からの空手教室、東金Jrフットサル教室、
ジュニア陸上教室が開催されています。※詳細は、お問い合わせください。		
申し込み・問合せ先

▲

東千葉スポーツクラブ　☎0475-52-6020

東千葉スポーツクラブ教室事業案内　（東金アリーナ共催事業）　

応募方法▶東金こども科学館ホームページの教室案内（右QRコード）専用フォームから、またはFAX （0475-55-6216）で ①希望教
室名 ②参加者氏名 ③学校名 ④学年 ⑤電話番号 ⑥メールアドレスを明記の上ご応募下さい。受付は開催日の2ヶ月前から、応募は
各教室1人1回のみ。開催日の2週間前に抽選し、参加可能者にメール又は電話連絡します。親子（保護者）参加が原則で、定員のある
ものは事前応募です。どの教室も開始時刻に遅れると参加できません。
●印の活動は平成30年度「子どもゆめ基金（独立行政法人国立青少年教育振興機構）助成活動」です。止むを得ず計画変更する場合が
あります。ご了承ください。

御成街道　
別名「提灯街道」「一夜街道」「権現街道」とも呼ばれる東金御成街道は、慶長18年（1613年）12月、徳川家康から東金辺鷹狩りの準備の命を受けた
佐倉城主・土井利勝が、突貫工事で完成させた道です。東金御殿へと通じる道筋に、古道の面影を訪ねます。9



 

イベント＆タウン情報
Event & Town Information

「ちば文化資産」に関する問合せ先▶千葉県環境生活部県民生活・文化課　文化企画班　☎043-223-2408
「ちば文化資産」投票ページ▶https：//www.pref.chiba.lg.jp/kkbunka/olypara-b/chibabunkashisan-touhyou.html

東金市から候補が2件出ています！ 「ちば文化資産」選定の投票が行われています！

　ちば文化資産とは、東京2020オリンピック・パラリンピックに連動した、千葉県環境生
活部県民生活・文化課の企画です。千葉県の文化資産のうち「多様で豊かなちば文化の魅力
を特徴づけるモノやコト」を選定し、最終的にはオリンピック・パラリンピックの時に千葉
県の文化的魅力を発信することを目指しているとのことです。
　現在211件の候補がありますが、投票により100件程度に絞られる予定です。皆様もちば
文化資産に投票してみませんか。

○投票方法
　◦郵送
　　チラシの投票用紙部分に必要事項を記入し、切り取って県民生活・文化課に送る。
　◦インターネット
　　「ちば文化資産　投票」で検索
　　→�千葉県HP「県民の皆様の投票により「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」を選定

します！」のページに移動。
　　→�投票の方法の欄から「パソコンの方用入力フォーム」「スマートフォンの方用入力

フォーム」「携帯電話の方用入力フォーム」に進み、必要事項を入力して送信。

○投票期間

　6/18までです。

　※文化資産候補は1つしか選べません。
　※�電話番号やメールアドレスを入力していると、チーバくんグッズや落花生製品等がもら

えるかも！？

　東金市の「文化資産候補」

　●東金駅西口の歴史的建造物群（番号117）

　　国登録有形文化財「多田屋店舗・本社社屋」や、東金駅西口周辺に点在する旧家をまとめたものです。

　●八鶴湖（番号118）

　　八鶴湖だけでなく、周辺にある最福寺、本漸寺、東金城址、八鶴亭等をまとめたものです。

平成30年度　東金市文化展&文化芸能大会　参加者募集

『東金市文化展・文化芸能大会』を東金文化会館で開催します。芸術と文化の秋を一緒に楽しみませんか。

文　化　展　      

　と　　き▶11月2日（金）〜11月4日（日）　午前10時〜午後4時30分
　※団体のほか個人参加もできます。

文化芸能大会　

　と　　き▶11月3日（土・祝）　午前9時30分〜午後4時頃
　※団体のみの出演。

【共通事項】
1、参加者は、実行委員会の一員として催しの運営にご協力いただきます。詳細

については、打ち合わせ会で話し合っていきます。
2、東金市の団体or東金市内で活動している団体でなければ参加できません。
申込締切日▶8月17日（金）
申込方法▶希望する催し名と、部門・団体名、参加人数等を明記のうえ、窓口・
郵送・Fax・Eメールのいずれかで申し込みください。詳しくはお問合せください。

申込・問合せ先▶〒283-8511　東金市東岩崎1‐1　東金市生涯学習課
☎50-1187　Fax50-1294　Eメール▶syogai@city.togane.lg.jp

東金御殿跡
徳川家康が鷹狩りに来遊する際の宿泊所として、東金御殿が建てられました。ここには家康が2回、秀忠が7回来遊しました。

現在は千葉県立東金高等学校になっており、八鶴湖沿いの道に解説板が設置されています。 10



出
発
は
起
点
・
Ｊ
Ｒ
成
東
駅

　
Ｊ
Ｒ
東
金
駅
か
ら
朝
8
時
台
の
電
車
で
Ｊ
Ｒ
成
東
駅
（
❶
）

へ
向
か
い
、
出
発
地
点
へ
。
鉄
道
で
は
8
分
掛
か
る
。
ス
タ
ー

ト
時
刻
は
8
時
29
分
、
駅
前
の
「
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」
の
案

内
板（
❷
）で
経
路
を
確
認
後
、コ
ー
ス
に
沿
っ
て
歩
き
始
め
た
。

駅
前
に
山
武
市
の
観
光
案
内
所
は
あ
る
が
、準
備
中
で
あ
っ
た
。

田
園
風
景
〜
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
伊
藤

左
千
夫
の
生
家

　
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
駅
入
口
交
差
点
を
銚
子
方
面
を
進

み
、
踏
切
や
山
武
警
察
署
を
過
ぎ
、
更
に
踏
切
（
❸
）
を
越
え

る
と
一
面
に
田
園
風
景
（
❹
）
が
広
が
る
。
田
植
に
向
け
水
の

張
ら
れ
る
水
田
（
❺
）
も
あ
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
コ
ー
ス
に
沿
っ
て
進
む
と
、
山
武
市
歴
史
民
俗
資

料
館
（
❻
）
が
見
え
て
く
る
。
Ｊ
Ｒ
成
東
駅
か
ら
約
30
分
で
資

料
館
前
に
到
着
。

❶起点の JR成東駅　❷ JR 成東駅前にある関東ふれあいの道の案内板　❸ JR 総武本線の踏切　❹広がる田園風景　総武本線を走る特急列車が見られた
❺水の張られる水田　❻山武市歴史民俗資料館　隣接して伊藤左千夫の生家がある

❶

❷

❸

伊
藤
左
千
夫
の
み
ち
を
あ
る
く

散
歩
道

連
載　

さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
大
木
康
弘

　
「
伊
藤
左
千
夫
の
み
ち
」
は
、
関
東
ふ
れ
あ
い

の
道
（
首
都
圏
自
然
歩
道
）
の
コ
ー
ス
の
一
つ
。

起
点
の
Ｊ
Ｒ
成
東
駅
と
終
点
の
Ｊ
Ｒ
東
金
駅
を
結

ぶ
全
長
15
・
６
㎞
で
、
今
回
の
散
歩
道
は
こ
の
道

を
実
際
に
歩
い
た
記
録
で
あ
る
。
日
程
は
、
平
成

30
年
4
月
11
日
の
午
前
で
、
非
常
に
風
の
強
い
日

で
あ
っ
た
。

❹❺❻

道の駅みのりの郷東金
四季折々の顔を見せてくれる「緑化木市場」、市内外の生産者の皆様が育てた野菜・米や乳製品等の加工品を取り揃えた「東金マルシェ」、地元食材を使ったパスタラ
ンチをはじめ、こだわりのスイーツなど盛りだくさんのレストラン「とっチーノ」があります。11



本
因
寺
へ

　
こ
こ
で
は
資
料
館
等
を
見
学
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
コ
ー
ス
を
進

ん
だ
。
7
分
ほ
ど
歩
き
本
因
寺
前
（
❼
）
に
到
着
。
こ
こ
は
明

治
の
歌
人
伊
藤
左
千
夫
が
幼
少
年
期
に
通
っ
た
当
時
の
旧
嶋
小

学
校
が
あ
っ
た
場
所
。

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
へ

　
コ
ー
ス
を
進
む
と
、
田
園
地
帯
の
中
に
木
造
の
小
屋
が
見
え

て
く
る
。
成
東・東
金
食
虫
植
物
群
落
の
管
理
棟（
❽
）で
あ
る
。

本
因
寺
か
ら
は
13
分
で
到
着
。
こ
の
一
帯
に
国
指
定
天
然
記
念

物
「
成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
」
が
広
が
り
、
時
期
に
な
る

と
自
生
す
る
。
管
理
棟
前
に
は
案
内
板
（
❾
）
が
あ
る
。
管
理

棟
内
で
は
群
落
に
自
生
す
る
食
虫
植
物
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
曜
日
・
時
間
帯
に
よ
り
管
理
棟
内
部
の
見
学
も
可
能
で
あ

る
。Ｊ

Ｒ
求
名
駅
へ

　
こ
こ
で
は
、
求
名
駅
方
面
へ
ほ
ぼ
線
路
沿
い
に
歩
き
続
け
る

こ
と
に
な
る
。
求
名
の
集
落
を
過
ぎ
、
約
40
分
で
Ｊ
Ｒ
求
名
駅

（
東
口
）（
❿
）
に
到
着
。
Ｊ
Ｒ
成
東
駅
か
ら
１
０
０
分
経
過
。

こ
こ
ま
で
（
Ｊ
Ｒ
成
東
駅
を
出
発
し
て
か
ら
）、
平
坦
な
道
を

歩
き
続
け
、
田
園
地
帯
の
広
が
る
九
十
九
里
平
野
を
身
を
持
っ

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
駅
舎
内
ベ
ン
チ
で
約
10
分
間
休
憩

し
、
再
び
出
発
。

台
地
を
あ
る
く
〜
家
之
子
妙
宣
寺
・
千
葉
県
立

農
業
大
学
校
へ

　
Ｊ
Ｒ
求
名
駅
を
出
て
15
分
で
熊
野
神
社
（
⓫
）、
更
に
10
分

歩
く
と
庚
申
神
社
（
⓬
）
に
辿
り
着
く
。
国
道
１
２
６
号
バ
イ

パ
ス
と
旧
国
道
１
２
６
号
を
横
切
り
、
家
之
子
の
集
落
、
両
総

用
水
の
公
平
水
路
橋（
⓭
）を
過
ぎ
、30
分
ほ
ど
で
妙
宣
寺（
⓮
）

❼本因寺（旧嶋小学校）❽成東・東金食虫植物群落の管理棟　❾食
虫植物群落の案内板　❿ JR 求名駅東口駅舎　中には、ベンチがあ
る　⓫熊野神社　⓬庚申神社　⓭両総用水公平水路橋　⓮妙宣寺　
⓯千葉県立農業大学校手前の坂道　満開の八重桜がお出迎え　⓰千
葉県立農業大学校　⓱元福寺　⓲両総用水を跨ぐ橋　⓳千葉県立東
金商業高等学校入口付近　⓴寿福寺入口にある案内板　�寿福寺　
�寿福寺入口から坂を上がる　�県道東金源線の横断歩道　�林道
手前の坂道　�岩川池畔　ここでも、満開の八重桜がお出迎え

❽ ❼❾

⓰⓱ ⓮

⓯

⓬⓭

❿

⓫

⓲

墨染桜
貴船神社近くの高台に、墨染桜と呼ばれる桜の古木があります。西行が杖にしてきた山城国（京都府）深草の墨染桜の枝を地面にさし、

やがて大きく成長したという伝説があります。開花時期は3月のおわりから4月のはじめです。 12



に
到
着
。
こ
こ
か
ら
上
り
坂
と
な
り
農
業
大
学
校
に
至
る
が
、

坂
の
途
中
で
満
開
の
八
重
桜
（
⓯
）
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
農

業
大
学
校
は
周
辺
よ
り
も
標
高
の
高
い
台
地
上
に
あ
り
、
歩
き

続
け
て
き
た
脚
に
は
、
上
り
坂
が
堪
え
る
。
Ｊ
Ｒ
求
名
駅
を
出

発
し
て
か
ら
、
農
業
大
学
校
正
門
前
（
⓰
）
に
65
分
で
到
着
。

農
業
大
学
校
か
ら
下
る

　
農
業
大
学
校
の
校
舎
周
辺
の
丘
の
上
に
は
、圃
場
が
広
が
る
。

先
を
進
む
と
下
り
坂
と
な
り
、
眼
下
に
市
街
を
見
渡
す
こ
と
が

で
き
る
。
正
門
か
ら
10
分
で
元
福
寺
（
⓱
）
が
坂
の
途
中
に
現

れ
る
。
そ
の
ま
ま
坂
を
下
り
、道
庭
の
集
落
を
し
ば
ら
く
歩
き
、

両
総
用
水
の
跨
ぐ
橋
（
⓲
）
を
越
え
る
と
松
之
郷
の
田
園
地
帯

へ
入
る
。

松
之
郷
〜
岩
川
池
へ

　
こ
こ
で
、
八
坂
神
社
の
あ
る
山
が
見
え
て
く
る
が
、
そ
ち
ら

で
は
な
く
手
前
の
平
坦
な
道
へ
左
折
し
、
県
道
東
金
源
線
沿
い

の
千
葉
県
立
東
金
商
業
高
等
学
校
入
口
付
近（
⓳
）ま
で
歩
く
。

県
道
を
渡
り
、
5
分
歩
く
と
寿
福
寺
入
口
（
⓴
）
に
た
ど
り
着

い
た
。

寿
福
寺
へ

　
入
口
か
ら
寿
福
寺
ま
で
は
標
高
差
が
あ
る
。
急
な
坂
を
4
分

ほ
ど
上
っ
て
境
内
（
�
）
に
到
着
し
た
。
拝
観
後
、
コ
ー
ス
に

戻
る
た
め
、
急
な
坂
を
下
っ
た
。
こ
こ
は
、
急
坂
の
単
純
な
上

り
下
り
に
な
っ
た
。

岩
川
池
〜
浅
間
神
社
へ

　
寿
福
寺
入
口
か
ら
コ
ー
ス
ど
お
り
上
り
坂
（
�
）
を
進
み
、

7
分
で
県
道
東
金
山
田
台
線
へ
（
�
）。
途
中
、
林
道
（
�
）

を
経
て
、岩
川
池
畔
（
�
）
に
至
る
（
こ
こ
も
坂
の
上
り
下
り
）。

こ
こ
で
も
満
開
の
八
重
桜
が
お
出
迎
え
。
池
の
畔
を
ほ
ぼ
半
周

⓳

⓴�� �

��

赤ちゃん（0〜1歳）と楽しむ　絵本とわらべうたの会　　東金図書館　☎0475-50-1190　{tosyokan@city.togane.lg.jp
日時：毎月第2木曜日に開催
Aコース（よちよち歩ける赤ちゃん）10〜10時30分、Bコース（ねんね、おすわり、はいはいの赤ちゃん）11時〜11時30分
場所：東金図書館2階会議室　　※1回のみの参加でもOK。申込不要、直接会場へ。13



し
、
山
王
台
公
園
方
面
の
上
り
坂
途
中
で
浅
間
神
社
（
�
）
が

現
れ
る
。
寿
福
寺
入
口
か
ら
25
分
。

山
王
台
公
園
へ

　
山
王
台
公
園
展
望
台
を
目
指
し
坂
を
上
る
。こ
の
坂
道
で
は
、

自
動
車
だ
と
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ
て
い
る
。
4
分
で

展
望
台（
�
）に
到
着
。
こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
か
な（
�
）。

八
鶴
湖
畔
へ

　
こ
の
ま
ま
展
望
台
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
み
た
い
が
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
先
に
進
む
こ
と
と
し
た
。
八
鶴
湖
へ
は
階
段
を
下

る
。
足
腰
に
相
当
堪
え
る
。
途
中
、
眼
下
に
八
鶴
湖
を
眺
め
つ

つ
（
�
）、
湖
畔
に
到
着
（
�
）。

終
点
・
Ｊ
Ｒ
東
金
駅

　
湖
畔
到
着
後
、
最
福
寺
前
（
�
）、
旧
国
道
１
２
６
号
沿
い

駅
前
商
店
街
（
�
）
を
過
ぎ
、
終
点
・
Ｊ
Ｒ
東
金
駅
（
�
）
に

は
5
分
で
到
着
。
こ
こ
に
も
「
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」
の
案
内

板
（
�
）
が
あ
る
。
到
着
時
刻
は
昼
の
12
時
56
分
。
所
要
時
間

は
休
憩
を
含
め
約
3
時
間
半
、
手
元
の
歩
数
計
は
約
3
万
歩
を

表
示
し
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
楽
し
い
食
事
時
間
を
取
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　
鉄
道
で
は
2
駅
間
8
分
し
か
掛
か
ら
な
い
が
、
実
際
に
歩
い

て
み
る
と
、
距
離
も
長
く
所
要
時
間
も
掛
か
る
。
し
か
し
、
周

囲
の
季
節
感
を
直
接
肌
で
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
徒
歩
な
ら
で
は

の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
回
は
途
中
で
見
所
を
見
学
し
な
か
っ
た
。
見
学
を
含
め
る

な
ら
、一
駅
毎（
成
東
〜
求
名
／
求
名
〜
東
金
な
ど
）に
区
切
っ

て
歩
く
の
も
良
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
木
康
弘
）

�浅間神社　�山王台公園展望台　
�展望台からの眺め　�下り階段か
らの眺め　�八鶴湖畔　�最福寺　
� JR 東金駅付近の旧国道 126 号　
� JR 東金駅� JR 東金駅前にある関
東ふれあいの道の案内板�

�

���

�

�

�

�

　ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0
ナシナヤミ
783

東金市が委嘱したカウンセラーが月〜金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟2階。受付は午前9時〜午後4時です。
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歴
史
ば
な
史

『
内
田
家
』史
料
㈡
　
～
近
江
局
関
連
史
料
～

と
う
が
ね

【
文
意
】

　

近
江
殿
（
局
）
が
ご
存
命
の
時
、
小

西
の
正
法
寺
に
は
祈
祷
な
ど
何
か
と
お

世
話
に
な
り
、
そ
こ
で
私
共
三
人
の
ほ

か
、
川
崎
殿
（
局
）
と
岡
山
殿
（
局
）

の
ご
意
向
も
得
て
、
金
弐
百
両
を
寄
進

い
た
し
ま
す
。
堂
客
殿
な
ど
の
修
理
に

役
に
立
て
、
末
永
く
本
寺
の
た
め
に
御

使
い
下
さ
い
。
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）

　

こ
れ
は
、
三
名
の
院
よ
り
小
西
の
日

け
う
（
日
堯
）
へ
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。

「
と
き
め
き
」
第
76
号
で
掲
載
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ふ
れ

な
か
っ
た
。
今
回
は
改
め
て
本
史
料
の

重
要
性
を
記
す
こ
と
に
し
、
近
江
局
に

つ
い
て
は
前
掲
の
号
で
述
べ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

ま
ず
、
小
西
の
正
法
寺
に
つ
い
て
、

東
金
市
史
と
大
網
白
里
町
史
よ
り
概
略

す
る
と
、
日
蓮
宗
寺
院
妙
高
山
正
法
寺

は
大
網
白
里
市
（
現
）
小
西
に
あ
り
、

寺
伝
に
よ
れ
ば
長
禄
二
年（
一
四
五
八
）

僧
日
意
が
開
基
し
た
と
い
わ
れ
、
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）
僧
日
悟
に
よ
っ

て
檀
林
が
開
設
さ
れ
た
。
小
西
檀
林
と

し
て
関
東
三
檀
林
（
現
匝
瑳
市
の
飯
高

檀
林
、
現
多
古
町
の
中
村
檀
林
）
の
一

つ
に
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
徳
川
家
康

か
ら
寺
領
二
十
石
の
寄
進
を
受
け
て
い

る
。

　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
は
、
正

法
寺
の
僧
日に

ち

堯き
ょ
うが
当
時
の
将
軍
家
綱

な
に
か
と
申
候
内
ニ
は
や
御
三
め
く
り
に
成

ま
い
ら
せ
ら
れ
、
わ
た
く
し
共
め
い
わ
く
さ
御

す
い
り
や
う
候
べ
く
候
、
以
上

一
筆
申
入
候
、
左
候
へ
者

御
台
様
御
存
命
之
内
近
江
殿

御
と
り
つ
き
ニ
付
其
た
ん
所
に
て

御
き
た
う
仰
付
ら
れ
其
上
御

め
く
ミ
も
つ
か
は
さ
れ
候
へ
者

御
ゑ
ん
あ
る
か
た
に
て
候
ま
ゝ
末

代
ま
で
御
ゑ
か
う
の
御
さ
た
候

や
う
に
い
た
し
度
可
被
仰
の

時
分
よ
り
心
か
け
候
へ
と
も

な
に
か
と
御
事
お
ほ
く
取

ま
き
れ
ま
い
ら
せ
候
、
此
小
判
金

弐
百
両
わ
た
く
し
と
も
三
人

の
こ
ゝ
ろ
へ
に
て
、
御
梅
の
御
か
た
、

川
崎
と
の
、
岡
山
殿
へ
御
内

く

を
う
け
給
そ
の
た
ん
所
へ
寄

進
い
た
し
候
ま
ゝ
、
何
と
そ

こ
に
し
永
代
た
へ
す
御
経

と
く
し
ゆ
御
ゑ
か
う
の
た
め

（
第
四
代
）
に
仏
法
を
説
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
褒
美
と
し
て
東
金
御
殿
の
一

部
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
と
い
う

（
購
入
説
も
あ
り
）。
そ
の
後
、
下
賜
さ

れ
た
建
物
は
講
堂
と
し
て
使
用
し
た

が
、
あ
る
年
に
本
堂
が
火
災
を
受
け
焼

失
し
た
た
め
、
こ
の
講
堂
を
本
堂
に
し

た
と
の
こ
と
。

こ
こ
で
近
江
局
と
御
殿
地
の
関
係
を
一

部
時
系
列
で
纏
め
る
と
、

　

▼�

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
頃
、
近

江
局
は
家
光
よ
り
御
殿
を
拝
領
。

　

▼�

近
江
局
は
寛
文
十
年（
一
六
七
〇
）

死
去
。
そ
の
翌
年
、
正
法
寺
に
一

部
移
築
。

　

▼�

延
宝
三
年
、
幕
府
は
御
殿
跡
地
の

管
理
を
福
島
藩
（
板
倉
）
に
預
け
、

代
官
所
を
置
い
て
支
配
さ
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
江
局
が
御
殿
を
拝

領
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
東
金
と
の
関
係

が
よ
り
深
ま
っ
た
こ
と
、
御
殿
の
全
面

的
な
管
理
は
近
江
局
に
委
ね
ら
れ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
法
寺

に
移
築
し
た
の
は
死
後
一
年
後
の
事

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
近
江
局
の
意
向
に

沿
っ
て
、
家
綱
が
同
寺
に
寄
進
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
説
教

に
よ
る
「
褒
美
」
に
は
疑
問
が
残
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
手
紙
を
差
出
し
た
三

名
、
す
い
光
院
（
永
光
院
）・
里
称
院

（
定
光
院
お
里
佐
の
方
？
）・
け
い
し
ん

院
（
桂
昌
院
）
は
三
代
将
軍
家
光
の
側

室
で
あ
る
。
永
光
院
は
通
称
〝
お
万
の

方
〟
で
知
ら
れ
、桂
昌
院
は
五
代
将
軍
・

綱
吉
の
生
母
。
そ
こ
で
疑
問
に
思
う
こ

と
は
、
な
ぜ
近
江
局
以
下
の
大
奥
と
正

法
寺
に
こ
の
よ
う
な
強
い
関
係
が
あ
る

の
か
、
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
近
江
局
の
研
究
者

で
あ
る
飯
高
和
夫
氏
よ
り
ご
教
授
を
頂

い
た
。
概
略
す
る
と
、
東
京
の
早
稲
田

に
あ
る
日
蓮
宗
「
如に
ょ

意い

山ざ
ん

亮り
ょ
う

朝ち
ょ
う

院い
ん

」（
正

式
に
は
如
意
山
亮
朝
院
栄
亮
寺
）
に
関

係
す
る
と
の
こ
と
。
本
院
は
近
江
局
を

通
じ
て
三
代
将
軍
家
光
以
来
、
将
軍
家

の
武
運
長
久
祈
願
所
と
な
り
、
ま
た
七

面
大
明
神
も
祀
っ
て
い
る
。
こ
の
大
明

神
は
七
面
天
女
と
も
呼
ば
れ
法
華
経
を

守
護
す
る
女
神
の
こ
と
。
大
奥
で
は
こ

の
女
神
が
信
仰
さ
れ
、
正
法
寺
に
も
七

面
大
明
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
近
江
局
・
徳
川
家
と
小
西
の

正
法
寺
は
強
い
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い

た
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
正
法
寺
の
中
門
は
延
宝
六
年

建
立
と
い
わ
れ
て
お
り
、
上
記
の
書
簡

の
年
代
に
該
当
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の

寄
進
（
弐
百
両
）
を
受
け
、
建
立
し
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

　　

以
上
、
二
回
に
分
け
て
「
内
田
家
文

書
」
の
一
部
史
料
を
紹
介
し
た
。
他
に

も
素
晴
ら
し
い
史
料
が
含
ま
れ
て
お

り
、
機
会
を
み
て
紹
介
し
、
広
く
活
用

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
木
）

〔
読
み
下
し
文
〕

堂
客
殿
な
と
の
し
ゆ
り

は
そ
ん
に
御
取
あ
つ
か
ひ
候
て

た
ん
所
に
て
、
か
く
も
ん
い
た
さ
れ

ほ
と
の
し
よ
け
衆
ハ
た
い
て
ん

な
く
御
ゑ
か
う
行
や
う
に
御

取
持
候
て
、
よ
ろ
し
く
御
さ
た

候
べ
く
候
、
そ
れ
さ
ま
御
事
ハ

殊
更
こ
に
し
に
年
久
し
く

御
住
な
れ
の
う
え
則
の
出
世
被
成

な
に
か
の
様
子
も
こ
ま
か
に

御
そ
ん
し
に
て
候
ま
ゝ
み
よ
う
か

の
た
め
か
た

く
よ
く

く

御
し
あ
ん
候
て
永
代
の
た
め

よ
き
や
う
に
御
さ
た
候
べ
く
候
、
以
上

　

ゑ
ん
ほ
う
六
年

　
　

七
月
廿
日　
　
　
　
　
　

ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
こ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
い
光
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
称
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
山
事

こ
に
し　
　
　
　
　
　
　

け
い
し
ん
院

　

日
け
う
さ
ま

　
　
　
　
　

人
々

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　山武郡市教育相談センター　☎0475-54-0367
http://www.sanbukouiki-chiba.jp/（山武郡市広域行政組合）
電話相談・面接相談受付（月～土曜日、午前9時～午後4時）、適応指導教室〔ハートフルさんむ〕〔月～金曜日、午前9時～午後3時）　※秘密は厳守します。15



私
の
ポ
ピ
ー
（
忍
耐
）
心
に
も
限
度
が
あ
る

わ
」
ポ
ピ
ー
が
言
っ
た
。
ポ
ピ
ー
の
ぼ
や
き

で
店
の
中
は
一
瞬
静
か
に
な
っ
た
。
そ
の
時

店
の
隅
に
居
た
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
が
、

「
こ
の
際
別
れ
ま
し
ょ
う
」
と
言
い
出
し
た
。

す
る
と
花
達
の
中
か
ら
、

「
そ
う
し
ま
し
ょ
」

「
そ
れ
が
い
い
わ
」

と
賛
成
の
声
が
上
が
っ
た
。

「
別
れ
る
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
お
店
は
早
苗

が
ご
主
人
の
意
見
を
無
視
し
た
の
が
別
居
の

始
ま
り
だ
わ
」

そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

「
だ
い
た
い
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
熱
愛
）
の
恋
を
し
て
結
ば
れ
た
二
人
な
の

に
、
い
く
ら
花
屋
が
夢
だ
っ
た
か
ら
っ
て
、

旦
那
さ
ん
を
単
身
赴
任
先
に
一
人
で
追
い
や

る
な
ん
て
ジ
キ
タ
リ
ス
（
不
誠
実
）
す
ぎ
る

わ
よ
」

「
そ
う
そ
う
私
も
そ
う
思
う
。
こ
う
な
る
と

早
苗
の
ア
イ
リ
ス
（
あ
な
た
を
大
切
に
し
ま

す
）
と
言
っ
た
の
は
、
あ
れ
は
タ
ン
ポ
ポ

（
思
わ
せ
ぶ
り
）
だ
っ
た
っ
て
こ
と
ね
」

「
そ
う
だ
と
す
る
と
早
苗
は
あ
ま
り
に
も

シ
ャ
ク
ヤ
ク
（
は
じ
ら
い
）
の
な
い
女
だ
わ

ね
」

「
そ
う
、
だ
か
ら
娘
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
て

旦
那
さ
ん
に
つ
い
て
行
っ
た
の
」

聞
い
て
い
る
と
花
ど
う
し
の
言
い
争
い
が
い

つ
の
間
に
か
自
分
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
の

に
気
付
い
た
。
だ
が
早
苗
は
、
別
々
の
生
き

方
を
し
よ
う
か
と
言
っ
た
の
は
夫
の
方
で
、

私
は
悪
く
な
い
と
言
い
た
か
っ
た
。
ど
の
花

が
一
番
自
分
を
非
難
し
て
い
る
の
か
見
定
め

「
あ
な
た
は
恥
ら
い
っ
て
も
の
を
知
ら
な
す

ぎ
る
わ
。
そ
こ
に
居
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
ご
ら

ん
よ
。
も
っ
と
も
あ
の
方
は
花
言
葉
通
り
少

し
、
は
に
か
み
屋
だ
け
ど
」
誰
の
声
だ
ろ
う

か
。
早
苗
は
聞
き
耳
を
立
て
た
。
ど
う
も
花

た
ち
が
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
金
魚
さ
ん
、
あ
ん
た
少
し
出
し
ゃ
ば
り

よ
」
そ
の
声
に
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
は
、

「
何
よ
失
恋
ば
か
り
し
て
る
く
せ
に
」
白
い

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
に
言
っ
た
。

「
大
き
な
お
世
話
。
私
だ
っ
て
赤
け
れ
ば
告

白
し
て
た
わ
。
白
い
か
ら
振
ら
れ
た
だ
け

よ
」

「
色
が
あ
っ
て
も
黄
色
は
望
み
う
す
」

「
で
も
あ
そ
こ
の
ク
ロ
ユ
リ
よ
り
い
い
わ
よ
。

呪
わ
れ
ち
ゃ
う
も
ん
」

勝
手
な
お
し
ゃ
べ
り
だ
っ
た
。
す
る
と
ポ

ピ
ー
が
一
段
と
大
き
な
声
で
、

「
あ
あ
い
や
だ
い
や
だ
。
こ
ん
な
我わ
が
ま
ま

が
儘
な

花
た
ち
と
一
緒
に
居
る
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
。

　
夫
の
転
勤
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し

て
言
い
合
い
に
な
り
、
夫
は
高
校
生
の
一
人

娘
を
連
れ
て
家
を
出
て
数
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。

　
妻
の
早
苗
は
晴
れ
な
い
気
持
ち
を
抱
え
な

が
ら
小
さ
な
花
屋
を
開
店
さ
せ
た
。
思
え
ば

こ
の
花
屋
を
出
す
出
さ
な
い
が
言
い
争
い
の

根
に
あ
っ
た
の
だ
。

　
開
店
の
日
、
気
心
の
知
れ
た
知
人
達
が
祝

い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
学
生
時
代
の
仲

間
も
い
れ
ば
近
所
の
マ
マ
友
も
い
た
。
開
店

記
念
の
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
も
少
な
く

な
り
か
け
た
夕
方
、
祝
い
客
も
買
い
物
客
も

い
な
く
な
り
、
少
し
早
い
が
早
苗
は
店
じ
ま

い
を
し
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
た
。

疲
れ
が
ど
っ
と
出
て
レ
ジ
の
影
に
あ
る
椅
子

に
腰
掛
け
、

「
明
日
か
ら
が
本
番
だ
。
や
れ
る
の
か
な

あ
」
そ
ん
な
こ
と
を
つ
ぶ
や
き
、
心
を
静
め

よ
う
と
目
を
つ
ぶ
っ
た
。
す
る
と
、
店
の
中

で
何
や
ら
話
声
が
聞
こ
え
出
し
た
の
だ
。

よ
う
と
早
苗
は
ゆ
っ
く
り
顔
を
上
げ
た
。

「
起
き
た
わ
よ
。
気
を
つ
け
よ
。
首
を
ち
ょ

ん
切
ら
れ
た
ら
つ
ま
ら
な
い
。
あ
い
つ
悪
魔

の
弁
解
を
す
る
か
ら
さ
」

誰
か
が
言
う
と
店
の
中
は
静
ま
り
か
え
っ
た
。

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
、
店
の
前
を
通
り
過

ぎ
る
人
影
が
見
え
た
。
店
の
中
は
し
ん
と
し

て
い
る
。
早
苗
は
何
故
か
寂
し
い
も
の
を
感

じ
た
。
椅
子
に
座
り
直
し
ま
た
目
を
つ
ぶ
る

と
、
再
び
声
が
聞
こ
え
た
。

「
早
苗
は
さ
、
少
し
ス
イ
セ
ン
（
う
ぬ
ぼ

れ
）
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

「
ど
ん
な
」

「
ほ
ら
旦
那
さ
ん
の
為
に
は
何
を
し
て
や
っ

た
と
か
色
々
言
っ
て
る
け
ど
、
早
苗
は
結
局

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
先
立
っ
て
さ
、
悪

魔
の
態
度
を
ナ
ノ
ハ
ナ
（
快
活
）
さ
で
隠
し

て
家
の
中
を
動
か
し
て
た
で
し
ょ
」

早
苗
は
は
っ
と
し
て
顔
を
上
げ
た
。
自
分
の

欠
点
を
気
づ
か
さ
れ
た
気
が
し
た
か
ら
だ
。

す
る
と
ま
た
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
に
人
影
が

動
い
た
。
そ
の
人
影
が
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
た
。

遅
く
来
た
友
人
か
な
と
早
苗
は
思
っ
た
。
す

る
と
、

「
マ
マ
お
め
で
と
う
」

入
っ
て
き
た
の
は
娘
と
夫
だ
っ
た
。

「
向
こ
う
か
ら
じ
ゃ
こ
の
子
の
通
学
も
大
変

だ
し
、
俺
、
単
身
赴
任
で
い
い
か
ら
」
夫
が

言
っ
た
。
夫
は
側
に
あ
っ
た
極
楽
鳥
花
（
永

遠
の
愛
）
を
取
っ
て
早
苗
に
渡
し
た
。
早
苗

は
そ
の
花
を
受
け
取
る
と
ア
イ
リ
ス
（
あ
な

た
を
大
切
に
し
ま
す
）
を
手
に
し
、
ゆ
っ
く

り
夫
に
手
渡
し
た
の
だ
っ
た
。

リーフノベルとは…原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に収める
超短編小説で、新しいジャンルです。あなたも挑戦してみませんか。

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

花
の
陰
口文

・
高
安
義
郎
　
絵
・
芝
　
章
一
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日
本
に
は
顕
著
な
春
夏
秋
冬
の
季
節
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
季
節
風
の
影
響
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

疑
い
な
く
日
本
の
四
季
は
美
し
い
も
の
で
す
。
日
本

人
は
古
く
か
ら
庶
民
の
間
で
四
季
を
楽
し
ん
で
き
ま

し
た
。
自
然
に
寄
り
添
い
慈
し
む
様
は
日
常
の
中
に

も
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
詩
歌
に
お
い
て
も
、
草
木

に
自
ら
の
暮
ら
し
や
生
き
様
を
重
ね
合
わ
せ
て
表
現

さ
れ
た
も
の
が
多
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
。
詩
歌
や
日

本
画
に
日
本
人
が
生
み
出
す
独
特
な
抒
情
性
が
感
じ

ら
れ
る
の
は
、
こ
の
季
節
感
が
育
ん
だ
賜
物
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
紹
介
す
る
作
品
「
惜
春
」は
、日
々
の
生
活
や

人
生
の
背
景
に
あ
る
自
然
の
姿
を
見
つ
め
な
が
ら
作

者
の
心
模
様
が
淡
々
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
椿
を
見
あ
げ
た
時
、
作
者
の
心
は
疼う

ず

き
を
覚
え

た
よ
う
で
す
。
花
が
過
去
の
辛
い
思
い
を
想
起
さ
せ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
花
の
透
き
と
お
っ
た
白

さ
か
ら
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
美
し
く
咲
く
夏
椿
は

た
っ
た
一
日
の
命
で
散
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
の
美
し

か
っ
た
恋
の
よ
う
に
、
儚は

か
な

さ
を
受
け
止
め
き
れ
ず
理

不
尽
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
作
者
は
そ
こ
に
生
の
結

論
を
見
た
思
い
が
し
た
の
で
し
ょ
う
。
若
さ
と
い
う

未
熟
さ
と
必
死
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
夏
椿
の
短

い
命
か
ら
作
者
は
生
と
死
、
更
に
は
愛
情
と
別
離
の

思
い
出
が
蘇

よ
み
が
え

っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
若
い
時
は
昇

る
陽
ざ
し
の
鮮
や
か
さ
に
自
分
の
心
を
重
ね
希
望
を

託
す
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
暮
れ
な
ず
む
夕
日
に
魅

力
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何

故
な
ら
若
い
頃
は
時
間
が
無
限
に
あ
る
よ
う
に
思
え
、

ま
た
都
会
人
が
描
く
人
工
的
な
自
然
に
魅
力
を
感
じ

る
時
分
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
で
、
夕
日
の
美
し
さ
に
も
味
わ
い
深
い
も

の
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
歩
ん
で

き
た
自
ら
の
人
生
の
悲
哀
が
照
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
て
く
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
/
移
ろ
う
と
い
う
こ
と
」こ

の
行
か
ら
は
、
若
い
時
、
中
年
、
そ
し
て
老
い
へ
と

変
化
し
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
を
初
心
者

と
し
て
生
き
る
姿
こ
そ
、
人
と
し
て
の
美
し
さ
が
あ

る
と
作
者
は
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
生
へ

の
ひ
た
む
き
さ
は
年
齢
が
変
っ
て
も
共
通
す
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
年
齢
に
な
っ
て
こ
そ
見
え
る
心
の
風

景
が
あ
る
こ
と
を
「
か
く
も
美
し
い
の
は
/
瞬
時
の

出
来
事
の
中
に
/
生
き
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
」と

表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
尚
、
心
の
中
に
残
さ

れ
て
い
る
恋
心
を
作
者
は
追
想
し
て
い
き
ま
す
。
思

い
出
は
作
者
を
立
ち
止
ま
ら
せ
、
や
が
て
、
時
を
越

え
た
余
韻
は
愛
お
し
さ
で
作
者
の
心
を
膨ふ

く

ら
ま
せ
て

ゆ
き
ま
す
。
尚
も
作
者
は
新
た
な
歩
み
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
愛
お
し
さ
と
は
、
人
生

に
お
け
る
人
や
自
然
を
許
容
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
、

そ
の
上
、
心
の
潤
滑
油
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
す
。

　
平
野
光
子
氏
は
現
在
長
野
県
上
田
市
に
在
住
し
、

著
書
に
は
「
卵
た
ち
の
眠
り
」「
あ
れ
ち
の
ぎ
く
」等

が
あ
り
、
長
野
県
詩
人
協
会
に
所
属
し
、
詩
誌
「
花
」

同
人
、詩
誌
「
樹
氷
」の
主
宰
者
で
あ
ら
れ
ま
す
。
　

　

ポエムの窓
文・高安ミツ子

A window of a poem

惜
春  

	

平
野
光
子 

六
月
の
雨
の
な
か
で

う
つ
う
つ
と

白
い
夏
椿
の
花
が
咲
く

花
は
過
ぎ
た
日
の
痛
み
の
よ
う
に

拒
絶
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る

若
い
日
。
　
き
の
う
美
し
く

開
花
し
て
　
そ
の
　
き
ょ
う
日
に

散
っ
て
ゆ
く
自
然
の
条
理
を

不
条
理
と
し
て
憎
ん
だ
が

と
き
に
私
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た

生
き
る
と
い
う
こ
と
は

移
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

移
ろ
う
も
の
が

か
く
も
美
し
い
の
は

瞬
時
の
出
来
事
の
中
に

生
き
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
　
散
っ
て
し
ま
っ
た
は
ず
の

花
が
ひ
と
つ
こ
こ
ろ
の
な
か
に
あ
っ
て

そ
れ
は
し
ば
し
ば

清
冽
な
流
れ
の
中
に

人
を
立
ち
止
ま
ら
せ
る
と
し
た
ら

真
実
。
私
は

人
を
愛
し
た
い
。
静
か
な
炎
の
よ
う
に

こ
の
い
ま
。

だ
か
ら
こ
そ

（
詩
誌
　
花
　
七
〇
号
）
よ
り
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た
や
っ
て
ね
」と
パ
ン
ダ
さ
ん
に
お
願

い
し
て
、
ま
た
ま
た
パ
ン
ダ
に
し
て
も

ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
ん
ど
は
自

分
た
ち
で
ラ
イ
オ
ン
や
ワ
ニ
や
チ
ー

タ
ー
ま
で
パ
ン
ダ
に
変
え
て
し
ま
い
ま

す
。
お
し
ま
い
に
は
ゾ
ウ
も
キ
リ
ン
も

イ
ノ
シ
シ
も
シ
マ
ウ
マ
も
（
シ
マ
ウ
マ

は
白
と
黒
に
な
っ
て
も
そ
ん
な
に
変
わ

ら
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
）、あ
っ
ち
も
パ

ン
ダ
、
こ
っ
ち
も
パ
ン
ダ
、
み
ー
ん
な

パ
ン
ダ
で
お
お
さ
わ
ぎ
で
す
。

　

さ
て
最
後
に
、「
え
～
？　

ほ
ん

と
？
」と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
お

か
し
な
パ
ン
ダ
本
を
ひ
と
つ
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
実
は
パ
ン
ダ
に
は
ヒ
ミ
ツ
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
を
知
り
た
い
人
は『
パ

ン
ダ
銭
湯
』を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

パ
ン
ダ
銭
湯
―
そ
れ
は
、
パ
ン
ダ
以
外

の
入
店
は
固
く
お
断
り
の
、
パ
ン
ダ
の

た
め
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん
な
ん
で
す
。
パ

ン
ダ
た
ち
は
こ
こ
に
来
る
と
、
ま
ず
服

（
？
）を
ぬ
い
で
、
つ
ぎ
に
サ
ン
グ
ラ
ス

を
は
ず
し
、
洗
い
場
で
は
耳
に
つ
け
た

ワ
ッ
ク
ス
を
洗
い
流
し
て
、
真
っ
白
に

な
っ
て（
！
）湯
船
に
つ
か
り
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
？　
び
っ
く
り

し
ま
す
よ
ね
。
牛
乳
と
い
っ
し
ょ
に
サ●

サ●

サ
イ
ダ
ー
を
売
っ
て
い
た
り
、
湯
船

の
む
こ
う
の
壁
の
絵
が
、
中
国
風
の
山

水
画
に
な
っ
て
い
た
り
、
細
か
な
と
こ

ろ
ま
で
楽
し
め
る
絵
本
で
す
。

　
パ
ン
ダ
っ
て
本
当
に
愛
嬌
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。
ま
だ
ま
だ
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
か

ら
目
を
離
せ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
上

野
動
物
園
に
行
く
の
は
な
か
な
か
大
変

で
す
が
、
絵
本
で
パ
ン
ダ
を
楽
し
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

受
け
止
め
て
、
ギ
ュ
ッ
と
し
て
く
れ
る

の
で
す
。
ほ
か
に
も
、
お
な
じ
作
者
の

『
パ
ン
ダ
お
や
こ
た
い
そ
う
』や
『
パ
ン

ダ
と
も
だ
ち
た
い
そ
う
』も
あ
り
ま
す
。

　
『
な
り
き
り
た
い
そ
う
』で
は
パ
ン
ダ

が
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
な
り
き
り
ま
し

た
が
、
動
物
た
ち
が
パ
ン
ダ
に
な
る
の

が
、『
み
ー
ん
な
パ
ン
ダ
』で
す
。パ
ピ
プ

ペ
村
の
の
は
ら
で
パ
ン
ダ
さ
ん
が
ご
ろ

ご
ろ
し
て
い
る
と
、
動
物
の
子
ど
も
た

ち
が
や
っ
て
き
て
、「
あ
れ
や
っ
て
！
」

と
せ
が
み
ま
す
。
す
る
と
パ
ン
ダ
さ
ん

は
「
パ
ン
ダ
！
」と
さ
け
び
、ウ
サ
ギ
も

ネ
コ
も
タ
ヌ
キ
も
カ
エ
ル
も
、
み
ー
ん

な
白
と
黒
の
パ
ン
ダ
模
様
に
な
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
。
た
だ
雨
が
ふ
る
と
、
も
と

ど
お
り
で
が
っ
か
り
。「
は
れ
た
ら
ま

上
野
動
物
園
で
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
が
生
ま
れ
て
、
ま
た
パ

ン
ダ
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
、
パ
ン
ダ
の
話
題
に
な
る
と
、

な
ん
だ
か
ニ
コ
ニ
コ
し
ち
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？　
絵
本
に
も
パ
ン
ダ
を
主
人
公
に

し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
今

回
は
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
絵
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、『
こ
ん
に
ち
は
！　

シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
』。毎
日
上
野
動
物
園
に
通
っ
て
い
る

パ
ン
ダ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
、
高
氏
貴
博

さ
ん
作
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
写
真
集
で

す
。
誕
生
か
ら
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
成

長
日
記
に
は
、
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び

ま
す
。
パ
ン
ダ
に
つ
い
て
の
解
説
や
写

真
の
撮
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
、

楽
し
め
ま
す
よ
。

　
写
真
絵
本
で
は
、
動
物
写
真
家
と
し

て
有
名
な
岩
合
光
昭
さ
ん
の
『
一
〇
パ

ン
ダ
』も
お
勧
め
で
す
。「
ら
く
ら
く
き

の
ぼ
り　
一
パ
ン
ダ
、
の
は
ら
で
の
ん

び
り　
二
パ
ン
ダ
…
…
」と
、ペ
ー
ジ
を

め
く
る
ご
と
に
パ
ン
ダ
が
増
え
て
い
っ

て
、「
あ
か
ち
ゃ
ん
そ
ろ
っ
て　
一
〇
パ

ン
ダ
」ま
で
。か
わ
い
い
写
真
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

以
前
『
ペ
ン
ギ
ン
た
い
そ
う
』を
紹

介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
ン
ダ

に
も
体
操
の
絵
本
が
あ
り
ま
す
。『
パ

ン
ダ
な
り
き
り
た
い
そ
う
』で
は
、
パ

ン
ダ
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
な
り
き
っ
て
体
を

動
か
し
ま
す
。
最
後
に
ボ
ー
ル
に
な
っ

た
と
思
っ
た
ら
、
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ

転
が
っ
て
、
た
い
へ
ん
た
い
へ
ん
！　

で
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
お
か
あ
さ
ん
が

※�ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫や
東金図書館で借りられます。たんぽぽ
文庫は日吉台六丁目佐藤宅で、毎週
木曜日午後三時から開いています。

☎ 0475-52-1983 佐藤

たんぽぽ文庫

佐藤真理

『こんにちは！シャンシャン』
高氏貴博　宝島社

『10パンダ』
岩合日出子ぶん／岩合光昭しゃしん　福音館書店

「『パンダなりきりたいそう』
いりやまさとし　講談社

『パンダ銭湯』
tupera　tupera　絵本館

『みーんなパンダ』
石井聖岳　小学館

Bookcases of children

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

セブンイレブン

↑ときがね湖方面

たんぽぽ文庫

丸山公園

黒田公園60子どもの本箱

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　千葉県環境生活部県民生活・文化課　☎043-223-2330
外にも相談を受けている機関はいろいろありますが、どこへ相談や問合せをしたらよいかわからないときは千葉県環境生活部県民生活・文化課まで。
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県
道
東
金
緑
海
線国

道
１
２
６
号
線

P
観光案内所

カフェ＆リストランテ
とっチーノ

直売所
加工場

ピロティ（外廊下）

米粉
粉砕機室

廊下

倉　庫 更衣室 トイレ

入
り
口

入
り
口

菓子加工室加工
調理室 多目的室

惣菜加工室

東
金
食
文
化
を
発
信
！

〔道の駅 みのりの郷 東金〕
東金マルシェは冷凍コー
ナーにて、大人気の東金産
いちご「チーバベリー」を
瞬間冷凍。5月 3 日より販
売、一袋（500g）1,280 円。

位置図

間取図

　
「
道
の
駅 

み
の
り
の
郷
東
金
」
は
、
平
成
26
年
に
オ
ー
プ
ン

し
、
新
鮮
な
食
材
の
直
売
所
や
植
木
圃
場
、
地
元
食
材
を
活
用

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

多
く
の
方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
創
業
4
周
年
を
迎
え
、
農
業
者
や
加
工
事
業
者
、
商

業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
農
産
物
の
加
工
を
通
じ
て
、

※

６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
加
工
場
が
新

た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、
本
市
の
主
要
な
農

産
物
で
あ
る
米
を
加
工
し
た
米
粉
や
、
新
鮮
な
地
域
の
農
産
物

を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
〜
て
ん
も
ん
ど
ん（
砂
糖
漬
け
）

〜
を
年
度
内
に
試
食
販
売
す
る
予
定
。

　
今
後
、
開
発
さ
れ
る
商
品
の
流
通
・
販
売
な
ど
を
通
じ
て
、

東
金
食
文
化
の
情
報
＆
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
行
き
ま
す
。

※�
『
６
次
産
業
化
』
と
は
、

農
林
漁
業
者
自
ら
が
生
産

だ
け
で
な
く
加
工
・
流
通

販
売
を
一
体
的
に
行
い
、

商
工
業
者
と
連
携
し
て
事

業
を
展
開
。
農
林
漁
業
の

可
能
性
を
広
げ
よ
う
と
す

る
取
組
み
で
す
。

施設内の『加工調理室』と『多目的室』は、各団体
などでご利用いただけるスペースです。

「
道
の
駅 

み
の
り
の
郷
東
金
」
に

農
産
物
加
工
場
を
整
備

佐藤真理さんの『よってって　きいてって　おはなしライブ』　みのりの郷東金　☎0475-53-3615
http://minorinosato-togane.com
東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）　毎週月曜日10時30分〜11時まで　月曜日が祝日の場合はお休み19



深
い
内
容
に
出
会
っ
て
、
千
葉
に
住
ん
で
い

る
の
に
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。「
知
る
」

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
　（
千
葉
市
　
笹
島
）

　
千
葉
に
引
越
し
て
来
て
2
年
に
な
り
ま

す
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
つ
く
も
に
通
い
は
じ
め

て
「
と
き
め
き
」
を
見
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

情
報
が
満
載
、
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
知
り
合
い
も
い
な
い
の
で
イ
ベ
ン

ト
・
タ
ウ
ン
情
報
は
心
強
い
で
す
。
散
歩
道

で
東
金
地
域
、
山
武
郡
の
歴
史
な
ど
分
か
っ

て
、
自
然
豊
か
で
四
季
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
　
　
　（
九
十
九
里
町
　
木
部
）

　
自
分
の
一
言
が
あ
り
、
ビ
ッ
ク
リ
、
何
と

な
く
嬉
し
い
事
で
し
た
。
情
報
誌
「
と
き
め

き
」
は
私
の
手
帳
予
定
記
入
す
る
も
と
に
な

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、「
と
き
め
き
」
知
ら

な
い
人
が
多
い
様
で
す
。
お
友
達
に
情
報
提

供
し
て
喜
ば
れ
て
ま
す
。（
八
街
市
　
大
塚
）

▶

読
者
が
知
り
合
い
に
紹
介
す
る
こ
と
は
、

読
者
を
増
や
す
手
段
と
し
て
最
も
効
果
が
あ

り
、
抜
群
の
費
用
対
効
果
で
す
。

　
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
、
F
r
o
m 

I
n
s
i
d
e
読
ん
で
い
て
楽
し
い
で
す
。

皆
さ
ん
、
き
っ
と
こ
の
絵
の
ご
と
く
似
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
ね
！
　
ま
た
1
年
、
記
事
が

ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
　
　
　（
堀
上
　
廣
田
）

▶

こ
の
フ
ロ
ム
イ
ン
サ
イ
ド
に
つ
い
て
、
職

員
の
“
本
音
”“
性
格
”“
生
活
”
が
み
え
て
、

非
常
に
楽
し
い
意
見
を
沢
山
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。文
章
書
き
に
慣
れ
て
い
な
い
職
員
は
、

か
な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
そ
う
で
す
。
存

続
、
黄
色
信
号
。

　
夫
婦
と
い
う
も
の
は
お
互
い
思
い
あ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
褒

め
ら
れ
れ
ば
単
純
に
嬉
し
い
と
感
じ
ま
す

し
、色
々
や
っ
て
あ
げ
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
で
お
互
い
仲
良
く
や
っ
て
行
け
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　（
日
吉
台
　
五
十
嵐
）

　「
男
っ
て
単
純
ね
」
が
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
下
谷
　
森
）

▶

短
い
感
想
で
す
が
、「
参
考
」
と
い
う
言

葉
に
深
み
を
感
じ
ま
す
。
ス
マ
イ
ル
を
！

　「
風
化
」
を
読
み
、
感
動
し
ま
し
た
。
私

も
一
年
前
に
実
母
を
亡
く
し
ま
し
た
。
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
娘
で
あ
る
私
も
わ
か
ら
な

い
状
態
の
悲
し
み
（
私
は
わ
か
っ
て
い
る
と

信
じ
て
い
ま
し
た
が
）、
詩
の
中
か
ら
同
じ

悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
同
人
誌

「
玄
」も
読
み
た
い
で
す
。
　（
台
方
　
木
内
）

　
昨
年
施
設
に
入
所
し
た
義
母
と
重
な
り
読

ん
で
い
て
、
し
ば
ら
く
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
心
の
こ
も
っ
た
文
章
で
し
た
。

（
西
福
俵
　
久
保
田
）

　
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
は
大
好
き
で
、
い
つ
も
必

ず
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
が
一
冊
に
な
っ
て

る
な
ん
て
感
激
で
す
。
　
　（
台
方
　
安
川
）

　「
古
代
の
牧
と
江
戸
の
牧
」、
と
て
も
興
味

　
絵
は
が
き
が
歴
史
の
資
料
に
な
る
事
に
納

得
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
求
名
　
江
口
）

　
絵
葉
書
か
ら
昔
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
得

ら
れ
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

（
求
名
　
江
口
）

　
と
き
め
き
は
地
区
の
回
覧
板
で
回
っ
て
き

た
と
き
に
読
ん
で
い
ま
す
。
東
金
に
住
ん
で

25
年
、
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
東
金
や

こ
の
地
域
の
こ
と
が
あ
る
な
〜
と
い
う
感
想

で
す
。
こ
の
地
域
、
そ
し
て
東
金
が
大
好
き

な
私
。
色
々
な
情
報
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
上
谷
　
大
澤
）

　
待
ち
時
間
に
手
に
取
り
ま
し
た
。
初
め
て

見
る
情
報
誌
で
し
た
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

サ
ー
ク
ル
情
報
等
気
に
な
る
記
事
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
見
た

い
と
。
静
か
な
店
内
を
見
回
し
て
、
こ
っ
そ

り
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
来
ま
し
た
。

（
山
武
市
　
小
高
）

▶

と
き
め
き
の
3
ペ
ー
ジ
に
は
配
布
先
リ
ス

ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
料
配
布
な
の

で
、
気
に
せ
ず
手
に
持
っ
て
堂
々
と
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
毎
回
、
と
き
め
き
を
見
る
の
が
楽
し
み

で
、
広
報
を
取
り
に
行
き
な
が
ら
、
あ
る
と

も
ら
っ
て
き
ま
す
。
仕
事
も
3
年
前
に
や
め

て
し
ま
っ
て
、
ど
こ
か
出
か
け
る
と
い
う
の

も
、
あ
ま
り
な
い
の
で
近
場
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
の
っ
て
い
る
の
で
い
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
油
井
　
高
柳
）

▶

こ
れ
か
ら
、
と
き
め
き
を
持
っ
て
出
か
け

ま
し
ょ
う
。“
と
き
め
き
”の
出
会
い
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

読者のひろば
ときめき

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
＆
ポ
エ
ム
の
窓

散
歩
道
＆
歴
史
ば
な
し

フ
ロ
ム
イ
ン
サ
イ
ド

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
街
角

感
想

読
者
の
ひ
ろ
ば

①娘がカナダから、約1年ぶりに帰っ
てきた。ほんの少し痩せた体形と久
しぶりの笑顔を見たら、何故か涙が
出た。1年前、旅発つ寸前まで知らさ
れておらず、いきなり「じゃ、カナダに
行って来る。帰りはたぶん1年後」と、
ただ々唖然。そういえば数年前、当時
学生の娘に「卒業したら海外で自分を
試して来い」とよく言っていたが、まさ
か・・・女性は強い。内心、心配であった
が、無事にしかも逞しくなった娘を見
て、この先何を“企てる”のか楽しみに
なってきた。

青 木

　今年の3月、東京の日比谷に新し
くゴジラの像が建ちました。GW中
に見に行ったのですが、ゴジラ像は
リニューアルした商業施設の敷地内
広場に設置されており、その広場は
「日比谷ゴジラスクエア」と呼ばれ
ています。ちなみに、その広場には
平成7年から初代ゴジラ像が建って
ましたが、そちらは商業施設内の映
画館に移設されていました。（＾○＾）

鑓田

　早いものでときめき編集部に来
て、もう1年が経ちました。自分が
関わったものが実際に本になり、手
に取ると月並みですがやっぱり嬉し
いものですね。貴重な経験をさせて
いただいてます。そんなときめき編
集部にも人事異動の波が押し寄せ、
先輩を送り出し、新人がやってきま
した。次号では似顔絵付きで出てく
ると思います。どんな似顔絵を用意
するか、僕達も楽しみにしてます。
新生ときめき編集部をよろしくお願
いします。

椎 名
②歴史文化の資料を観光資源として
活用し、「まちづくり」へつなげる
施策は国・県より積極的に推進が図
られるようになった。約15年前、
東金の歴史文化の活用を唱えていた
が相手にされなかった記憶がある。
漸く動きだし、期待が持てるように
なってきたが、課題は市町村レベル
の“対応力”であろう。財政難、職
員・人材不足など山積する“壁”は
幾重にもあろうが、逆に10年・20
年先の将来像を描くには絶好のチャ
ンスであり、間違いのない舵取りを
考える時かもしれない。市町村は、
直接に市民の力に接している強みが
ある。多くの観光客がリュックを担
いでいる姿を見てみたい。

　ときめきでは、読者の皆様からの投稿をお待ちしています。楽しい日常の出来事、イラストやスナップ写真、
そして新企画のアイディアや情報の提供など、編集部までどしどしお寄せください。
　また、本誌へのご意見ご要望などもお待ちしています。（ときめき編集部）

読者の皆様へ

From Inside

次号（Vol.87）は平成30年10月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。

22



　
あ
る
新
聞
に
、
大
学
の
小
論
文
問
題
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。題
材
は「
駅
構
内
に
あ
る
階

段
の
手
す
り
に
括
ら
れ
た
二
個
の
風
船
と
黒

い
コ
ー
ト
を
着
た
男
」で
あ
り
、
8
0
0
字

以
内
、
30
分
以
内
の
制
限
付
き
に
な
っ
て
い

る
。こ
れ
は
面
白
い
と
思
い
、
い
ざ
挑
戦
。下

記
に
掲
載
し
た
も
の
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。

一
応
、
20
分
～
25
分
で
書
き
、
残
り
5
分
程

度
で
修
正
加
筆
し
、
ど
う
に
か
制
限
時
間
内

で
完
成
し
た
。自
分
と
し
て
は
久
し
ぶ
り
に

集
中
し
た
が
、そ
の
良
し
悪
し
は
別
と
し
て
、

受
験
生
の
大
変
さ
だ
け
が
わ
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て「
ミ

ニ
ミ
ニ
小
説
」を
募
集
し
た
い
と
考
え
た
。題

材
は
次
の
と
お
り
、奮
っ
て
投
稿
願
い
た
い
。

題
材
　

「
鳥
居
と
綿
菓
子
と
自
転
車
」

　
な
お
、
字
数
は
8
0
0
字
以
内
だ
が
、
時

間
は
無
制
限

　（
青
木
）

　「
わ
れ
、
無
口
に
な
る
」と
は
、
如
何

な
る
こ
と
か
。意
味
深
な
言
葉
に
聞
こ
え

な
く
も
な
い
が
、
実
は
僧
侶
の
世
界
で

用
い
ら
れ
た
数
字
の
符
丁
と
い
う
。符
丁

と
は
合
図
の
隠
語
、
合
言
葉
、
記
号
等

の
こ
と
で
僧
侶
が
数
字
を
表
す
隠
語
。つ

ま
り「
吾
」か
ら「
口
」を
取
る（
無
く
す
）

と
数
字
の「
五
」を
表
す
符
丁
と
な
る
。僧

侶
世
界
の
他
に
は
、
質
屋
が「
あ
か
さ
た

な
は
ま
や
ら
わ
」、
た
ば
こ
商
は「
い
ろ

は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
」（
そ
れ
ぞ
れ
一
文

字
が
一
～
十
に
対
応
）が
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
僧
侶
の
一
～
十（
五
を
除
く
）ま

で
の
符
丁
を
示
す
と
、
一
は「
大
無
人
」・

二
は「
天
無
人
」・三
は「
王
無
中
」（
王
の

字
の
中
の
棒
を
取
る
）・四
は「
罪
無
非
」・

六
は「
交
無
人
」・七
は「
切
無
刀
」・八
は

「
分
無
刀
」・九
は「
鳩
無
鳥
」・十
は「
針

無
金
」で
あ
る（
他
に
も
あ
り
）。し
か
し

な
が
ら
、
何
故
僧
侶
の
世
界
に
こ
の
符

丁
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。こ
れ
に
関

し
て
は
よ
く
わ
か
ら
ず
、
数
字
に
何
か

不
思
議
な
霊
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
十
に
つ
い
て「
叶
無
口
」

を
考
え
て
み
た
。無
駄
な
口
数
を
無
く
し

て
、
必
要
な
言
葉
を
も
っ
て
夢
を
叶
え

る
。好
き
な
よ
う
に
解
釈
し
た
が
、
こ
れ

も“
無
駄
口
”か
。
　
　（
青
木
）
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子
ど
も
が
手
に
持
っ
て
い
る
風
船
の
中
か
ら
二
個
の
赤
い
風
船
を
、
階
段
の
手
す
り
に

括
り
つ
け
た
。
其
れ
は
僅
か
な
風
を
受
け
な
が
ら
、
緩
や
か
に
揺
ら
い
で
い
る
。
ふ
と
薄

暗
い
階
段
の
下
を
見
下
ろ
す
と
、
黒
く
大
き
な
コ
ー
ト
を
着
た
老
人
が
背
を
丸
め
て
上
っ

て
い
る
。
所
々
破
れ
た
手
袋
を
し
て
、
両
手
に
は
今
に
も
落
ち
そ
う
な
荷
物
を
持
ち
、
背

負
っ
て
い
る
リ
ッ
ク
か
ら
は
何
か
白
い
も
の
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

横
顔
か
ら
は
、
疲
れ
き
っ
た
表
情
が
う
か
が
え
る
が
、
な
ぜ
か
目
だ
け
が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
鋭

く
輝
き
、
更
に
夕
日
に
照
ら
さ
れ
た
せ
い
な
の
か
、
異
様
な
形
相
で
あ
る
。

　
突
然
、
電
車
の
甲
高
い
ブ
レ
ー
キ
音
が
鳴
り
響
き
、
慌
た
だ
し
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
耳
に

響
い
た
。
そ
れ
に
釣
ら
れ
て
、
多
く
の
人
が
改
札
口
か
ら
川
の
よ
う
に
押
し
流
れ
て
き
た
。

ふ
と
我
に
か
え
る
と
、
自
分
が
乗
る
電
車
で
あ
る
。
人
を
掻
き
分
け
、
改
札
口
に
向
う
と
、

今
さ
っ
き
見
か
け
た
黒
い
コ
ー
ト
の
老
人
も
窮
屈
そ
う
に
荷
物
を
抱
え
、
改
札
口
に
向
っ

て
い
る
。
そ
の
改
札
口
の
手
前
で
、
チ
ケ
ッ
ト
が
見
つ
か
ら
な
い
の
か
、
荷
物
を
置
い
て

ポ
ケ
ッ
ト
と
い
う
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
探
し
出
す
。
そ
の
た
め
、
改
札
口
に
人
が
み

る
み
る
渋
滞
し
、
苛
立
つ
者
が「
い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
よ
」と
一
言
。
老
人
は
額
に
汗
を
か

き
な
が
ら
、
目
を
伏
せ
て
い
る
。
す
る
と
近
く
に
い
た
、
青
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
フ
リ
ル

の
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
女
の
子
が
老
人
の
帽
子
に
挟
ん
で
い
る
四
角
い
紙
切
れ
を
指
差
し
、

「
お
じ
さ
ん
、
こ
れ
、
チ
ケ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
の
」と
言
う
。
そ
の
子
ど
も
の
頭
上
に
は
、
3

個
の
風
船
が
浮
か
ん
で
い
る
。
老
人
は「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
、
白
い
歯
を
わ
ず
か
に

見
せ
な
が
ら
、
少
し
あ
わ
て
て
改
札
口
を
通
り
抜
け
て
行
っ
た
。
其
れ
に
つ
ら
れ
て
、
今

ま
で
溜
ま
っ
て
い
た
人
々
が
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
薄
暗
い
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
停
車
し

て
い
る
電
車
へ
向
っ
た
。

　
其
れ
を
見
て
い
た
私
は
、
こ
れ
か
ら
出
合
う
大
き
な
不
安
と
僅
か
な
希
望
に
重
い
足
取

り
を
感
じ
な
が
ら
、
後
ろ
か
ら
押
さ
れ
る
よ
う
に
前
へ
踏
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

特別版

ちょっと

チャレンジ
― 気になる新聞記事より―

吾
われ

無
む

口
こう

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。
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先
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募
方
法

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、
電話番号、本誌を入手された場所と本誌への感想、差
支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルでご応募ください。締め切りは6月27日（水）消印有
効（但し、❶と❼のみ6月11日（月）まで）。結果の発表
は当選者への発送をもって代えさせていただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課
『ときめき vol.86』プレゼント係
TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294
E-mail syogai@city.togane.lg.jp

メールアドレス

7月22日（日）
14：00開演

たくさんの応募
待ってまーす

Presentプレゼント
東金

5組10名

東金ゆかりの芸術家たちⅣ
early Summer Concert1

6月23日（土）
15：00開演

東金

5組10名

フラフェスティバル in 東金Ⅴ4

8月19日（日）
13：00開演

東金

山武 生学

2組4名

共催事業
竹之内淳子ソプラノコンサート2

東金

1名

生涯学習課からのプレゼント
ちーばくんぬいぐるみ8

2組4名

共催事業　第13回
明治大学マンドリン倶楽部
東金チャリティーコンサート

9月22日（土）
17:00開演

※�東金市生涯学習課へ
　取りに来られる方

6
東金

生学

2組4名

　　落語＆よもやま噺の会 最終回

9月8日（土）
14：00開演

5
東金

12枚6組12名

サロンコンサート共通入場券
田中新プロデュース
〜ハワイアンライブ〜
6月15日（金）
19：00開演

7
山武

5組10名

TOGANEシネマvol.25
映画 「ドラえもん」
のび太の宝島

3
東金

7月14日（土）
①10：00〜　②12：50〜
③15：20〜　④17：45〜

55名様に

©藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK2018

第六弾

BREEZE　
サマーライブ
7月20日（金）
19：00開演

フルート、ファゴット、ピアノによる
秋風コンサートⅡ
9月21日（金）
19：00開演

東
金
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
っ
ち
ー
」

syogai
テキスト ボックス

※応募の受付は終了しています。



